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平成１７年度２月補正予算について

平成１８年２月

宮 城 県

１ 予算編成の考え方

今回の補正予算は、国の補正予算への対応による公共事業や災害対策等の追加措

置を行うほか、社会保障関係経費や国直轄事業負担金についても追加措置すること

とした。また、水産業の経営基盤強化対策や、県道の除融雪対策の追加費用等につ

いて所要額を計上する一方、事業費の確定などに伴う減額措置を講じた。

２ 予算規模等

以上の結果、今回の補正額は一般会計で約５５億円の減、総会計では約１７４億

円の減となり、補正後の予算額は、一般会計で約８，２６９億円（対前年度同期比

０．２％減 、総会計では約１兆１，３０６億円（対前年度同期比２．５％増）と）

なった。

３ 歳入予算の主な内訳（総会計）

・県税 △ ３０億円

・地方交付税 約 ２４億円

・国庫支出金 △ 約 ２４億円

・繰入金 約 ８９億円

・県債 △ 約２１９億円

４ 歳出予算の主な内訳（総会計）

（１）国の補正予算への対応（公共事業等） 約２０億円

（２）その他

・介護保険給付費負担金 約１０億円

・老人医療給付費負担金 約１７億円

・国民健康保険財政健全化対策費 約１８億円

・国直轄事業負担金 約１８億円

・広域合併漁協組織強化対策費 約 ５億円

・除融雪対策費 約 ４億円

・アスベスト対策費 約 １億円


